
張愛玲の映画シナリオ
一一『不了情Jと『太太寓歳j

白井啓介

1.フェイド・イン

i字国映画の控史のi中では，いくたの名作があるが，特に 1930年代(1930.~ 

37) と40年代(1945~ 49) の 2 1I~]の時期が， i操作の集中する黄金期をなして

いることは，すでに潤知のところだ 30年代作i品カ'iあらゆる河.能性を掠る

試みに溢れ，脈絡は摘みにくいものの悦沌の活力と呼ぶべき熱気が出るのに対

し 4.0年代作品では，抗日戦争を@顧する作品にせよ守当時のi司i時代社会を

描く作品にせよ.比較的整理された視点と洗練された表現手法で長じていると

思えるむ

そのような 40年代作品を生み出した映閣会社のムつが文筆影業公認!だ。こ

の文棄は，総1~ljJ呉性栽の下， 4.9年の人民共和前建問までに 13本の作!見をflJIJfrと

したが， その第一一作が?不了情jであり，監督は文華の中心の v 一人であっ

そしてシナリオは，幼少からの11央悶併さを満たしつつ新境地を見出そうと

した張愛玲だ、ったっこれに続いて，桑弧と張愛玲のコンピによる第二作が

だったc 今日では.それぞれ一定の評価を穫得しているが，このIll[詞

i喚問史を飾る二作品は， しかし必ずしも当初から高い評価を受けたわけではな

い二その理由にはいろいろな要因が関わるが，それを追究するためにもきまず

もって作i;もそのものがどのようなものかを検証しておく必要があると思う。

2，監督かシナリオ作家か

張愛玲 (1920~ 1995)は，すでに知られる通1 小説，特に「伝寄j 的fl::

品に長じた作家だが，その生涯のi中では映画との関わりも深¥，)0 1952年に上

を去って香港に出てからは，香港電影ナ託業有限公司(Il騎手か電惣)の特色の一

つであるコメデイーの主要なシナリオ提供者となったが これに先立つJ::i却時

代に残した作品は情jと?太太寓歳jだけ-である。

映画シナリオは，戯曲作品と比べた場合 シナ 1)オ作家の作品もとして出版に
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いたることは，一般的に少なし」張愛玲の場合も，電慾時代の子i育場如戦が，

f~j~愛玲全集j の HI可然記j (台北泉71i出版， 1983 年初版)に~又められるものの 3

1不了情iは，その後張愛玲自身がノベライズした f多少侠;が残るだけで li，r太
太寓歳Jにいたっては 活字化されたものは残っていないと考えられてきた

一方， Iりとi面のシナリオは 作家が書き上げたままi決部作品となることも，これ

また稀である 9 通常は，監督と打ち合わせを行いながら，状況に合わせて書き

躍すか，シナリオとはかけ離れたLl央部作品が監督によって作られてしまうこと

もあるの張愛玲と桑弧の場合，その修正，書き直しがどの程度行われたか， ま

たどちらが主導権を持ったかなどは明らかではない。

そこで本稿では Iりと臨本編として残る作品 (31 を基に，公刊された張愛玲の

作品との距雛を究明し， また張愛玲とは組まずに桑弧が単独でシナリオと監督

を担った作品を対照しながら，張愛玲のシナワオの特搬を推定することとする。

3.映画としての?不了情j

まずは， を見ょう令この作品は，前述の文華影業公司の第一作で

あるばかりでなく，張愛玲にとっても初めてのシナリオだったっ作品は， 1947 

年の 4R 10日に上海のj震光と示前通の二劇場で公開された915撮影は，外景

の状況から見て.46年の暮れから 47年の初春にかけて行われたと思われるう

ということは，張愛玲がこのシナリオを執筆したのは， 1946年の秋頃となろうっ

上海に出たj糞家誌という 25歳の女性が，学生時代の友人で、今は製薬

会社の部社長夏宗麟の妻となった秀婿と思泰映画館で待ち合わせる場面から始

まるι 秀樹は夫の病気で来られず 切符は見知らぬ紳士に譲ったc 詫びに来た

秀樹の紹介で.京麟の兄でお:長の宗?象の家で家庭教師をすることになったq

家簡が夏家に出向くと，子供の亭亭は，女中の銚鳩一人に育てられていた会

亭亭は 2 明日は誕生iヨだから遊んで欲しいとねだる。翌自 約束のプレゼント

を翼いに行くと，先日の映函館の紳士に出会い，八歳の女の子のプレゼントを

選んで、欲しいと頼まれる宇お礼に送ると言う紳士の車で夏家まで来ると，この

紳士が菱宗務であったむ和やかに過ごしているところにー家菌の父が訪ねてく

るつ彼は読書人だが，放蕩の末，上海に仕事を求めてやって来たのだ3

その娩，夏宗滋が突然家磁の部震を訪ね，亭亭の看病に来てくれと頼み込むつ

夏家で看病する間も聖父が相変わらず押しかけ，夏宗7象に結介してくれとねだ

るc まだ胃腸が弱っている亭亭にお粥と肉類を食べさせた銚婚に注意すると，

怒って田舎で療養中の夏夫人を迎えに行ってしまった。
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し家に帰った家開を，京散が訪ね宇しをする。

解けて話ができる間柄になったが，

な態度をとる。

人のことを 1~'11 くと，

りi唆亭亭に

うち

i司情するだ

を捜すうちに，香

ァドの瓶が割れ.ハンカチで、拭し、た宗珠は，良い香りなのでハンカチは洗わずに

おくと言う。宗玲が惜ると，父が現れた。宗鳴に嫁げと迫る父の話を退けてい

ると，宗?象がi翠泰自立で待:っと電話してきた。急いで、駆けつけると，先ほど

話した境内の教却のi般に行かないでくれと苦う。

数日後，夕食後に夏宗珠が訪ねて来たo Iさいで戯れていると，

できた。父は，宗務にi般の斡旋を依頼し宗橡は明日工場へ来るよう指示したり

父はずる賢いと忠告する家蕗の者葉を，宗珠は|聞き入れなかったの

しばらくすると z 夏夫人が帰って来た。妻と口論を繰り返す宗殻は，ついに

飛び出すように家を出るc 亭.，事までが，父親の女友達が惑いので，その人を懲

らしめると言い出す。その日のタ }f. 家閣が部箆に帰り着くと，宗務がし 1る

{誌は 2 ついに決断し妻と離婚する考えだと言う。初めてと向かつて名前を11乎

び合つt:.o宗務が滞ると.またもや父が現れ，宗の妾になれと言うっ

は入金した金を着服し，京T象にfyヰ)議される¥))異父は，

人に娘は妾で十分と取り入り唱宗珠への口添えを願う。夫人にi呼ばれた

自分は純粋な友情に過ぎないと突っぱねる巾震夫人は. ，当分が死ぬまで結婚は

患い習まってくれと泣きつく。夫人の死を願う気持ちと，不道徳を働きたくな

い患いの葛藤のi中，家関は宗7象を愛するゆえによi1i]:を去る決意をi認めるn

船会社に11昇い合わせると，護門行きは2時間後に使がある明秀嫡に電話をか

け， 2時間後に来てくれと依頼するの仕事;の途中合つ 茶碗を寅っ

てくるから居後で一緒に食事しようと言う。 2時間後唾茶碗を抱えて再び訪れ

ると宅すでに家留の姿はなく 1呼び出された秀禍と彼女宛の手紙，亭亭との約

束の手袋が残されていた Q 窓辺を見れば，割れた香水の1i:互に枯れた花が寂しく

されていた。窓を開けて，静かに花を投げ捨てる夏宗務だった。

ストーリーの紹介が長くなったが，ここからも分かる通り，この峡間はいわ

ゆる道ならぬ恋の物語でありー結末は悲恋の行き着く先として常道と替えるも

のだろう。あるいは張愛玲の得意分野とも言えようが，この映闘が公開された

直後Jf作者に健全なる思~i3、と認識がないため，結末がうやむやになっている

との極めて道学者的なi決評も出ており守このことは f太太高蔵jにも共通する

が，ヰコ|翠における婚外恋愛唱悲恋物語を取り巻く厳しい道徳的規制の存在を訴

すものと言える p この作品は‘主人公の!巽家関と夏宗f象の心理の葛藤 9 心の動
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きのやりとりを見せるものであり電その;窓味で、は，後に同じ文楽で撮られた ~1t

拶政督の W;J、城之春jにらー)J1仕通じると見えないこともない州。もちろん，その

展開や緊迫肢において.ij'小城之春jとはi可Hに論ずることは出来ない水準だが，

妻子ある男性との成就されない恋を美しく捕し 3た数少ない映iPrr作品として R 貴

重な存である口

先のi映評に拘わらず，イノ'j::Ij;~l は 4 r~ 10 Iヨに公 r~rJ されて以来， 30日まで

3週間の連続上映を続け， 5 n 2 Hから際劇場に移って引き続き j二iりとされて
いる円~~I王子の上海で、は， 高と言われた

河1947 15~~) でも 12 週間のj二 11央だから人気はまずまず、だったと見られる

4. ~不ア情j と『多少恨j との間

このような f不了情jを， ノベライズ作品である f多少浪jと比較すると，

いくつかの相違が判明する。ストーリーの展開としては.あまり大きな異同は

ないっただし，末尾の締め括り方だけは異なる~ r多少恨jでは，秀樹に
するとともに，要:京滋には，故郷に帰って母が薦める従兄弟との結婚をする，

と偽りのまlHE13を述べて分かれる中見送りに来て E 残された香水瓶に彼女を偲ぶ

同じながら，手紙もなく，誰もいない部震で一入寂しくfヂむという終わ

り方だコ町二引育jでは， 2時間後の船使との設定のためー現実離れした慌た

だしさだが‘}芳突な偽りの翌日出で身を引くよりは， 1不了jの恋!脊を包み込む

余'1宵があワそうに思える 3 しかも，秀樹に残した手紙では 意志の弱い人間な

えば離れられなくなると述べるっこの点で不了情jの家i務{象は，

と約束の手袋を編み吋上げることも含めて， rあまりにも男性中心であり，独
、が不し五四時期jに掲げられたシンボルとしてのノラとはかけ離れるJi8

という要素を認めざるをえない多少恨jは，映前完成直後に連載されたも

のであり '9: 記憶違いや思い違いなどは考えにくいから， r不了情jの映画本
~iのエンデイングは rJl~愛玲の本来の構想ではなく， f多少，[長j の結末が張愛玲

の企図したものと考えるのが自然、だ。もちろん，映翻とノベライズ作品で表現

手法の相違があることは張愛玲自身も十分心得ていたがilOi この結末の呉i司

は，ジャンルの速いによる相違とは考えにくいc

それぞれのシーンでも異同はあか台詞についても相違が克られるc

例えば干この作品のiさI)習と言うべき愛の告白の場面プム怒りのあまり家を飛

び出した宗務が家間の部援で語り合う場面で，妻は神経質で、病弱だが悪い人間

ではなく宥そのためこれまで我'題してきたと述べ，次のような台詞が展開する。
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• (中 111告)υ・ハ以前， 我始ま冬忍受着， ts就是Jヲ了迭令室象i枚。可是，現

在我下了最大!坊決心事我決定要倣…件ニ事情。

家萄:1十仏事?什弘事?1{j¥i覚。

我喪服地再婚。

家臨:南婚?

宗i家:要最不寓婚、我得水ilill音着地痛fAV迭刈'utlUi二没有-}主好史上。

我芯仏去愛局タト A十人

家臨:体不 9~1]道，見タト的担I~十人也f長崎昔。地必党得触不!を核寄炊…十脊太太 I~I<] 入。

地真 Ij/~ 存攻他1l!1? 

家i若:~ili... … 

「離婚しなければ，別の人を愛せなしづと家荷への愛を})'¥.めかす宗珠に対して，

は，その;意|羽を十分了解しながらも. I その 7]1jの人」と 11~1按化し

け応えている。

これに対して多少恨jの)jは，次のように叙述される。

{也又道ソ……(中111告)……我本来日夜就想着要商婚的J 他最后jj/gーもj活家産i

11Jr着抗告11復党意外，他殺

i只了{仇技:駐車窓決了J

J・Ill~~ラ真 jj/g11弓?..宗政道:・
0

是 ß~o 'nJ是iヨ札仏

家i詰姑起来走到箆前ユヱアー会ラ心煩意乱， 1氏着?)".全着勾簡子 Ij~ 只小鉄鈎

子在粉j詣上一下下歯着。宗橡又情自己説鵠:了)也眼T;ゴ:去，道:“我意思是
一一一我是真的一定7J:~寓婚的! "家道:"i:lJ是我迩是……我真是党得可主受…

宗j家道我也対li受 I]~ ， i~] 是 i現方我的縁故 n時休也対g受，我一一日説真 I~守一一一"熊

司i尽管内十入者1) 是?則市苦、 9l詩11] 的駕主IIY~ 火留まJl J現方炊葬的規;政溺ii4着4 家菌!I臨

時的選:“自仏那Hす候…，.，又磁見了，我就……復対Hゴ;伶体者rif改1]]護 1" jU 

叙述の文を含めて，ロミ了'1者iのシーンと概ねi司じ設定だが. I峡間では抑制
した表現で水を i向ける宗怒と，その意l還を汲みながら同じ腕 1~1lな言葉で，自ら

の心中を遠回しに告白する家i謹の対話が，余分なことばがないだけに緊迫感を

生んでいるのに対して.r多少恨jの方は. 1-~!)ìt燭の炎が喜びのために揺れる j

といった;寄意世ニが文学表現として膨らみはするが者の炎のような心慌の交

叉が対話としては感じにくい。映像表現として達成が菊五しい持与を避け，二人

の深い心情の表出を椀11却に行う点では. Iりと悶 f再三ア情jはなかなか優-れた処理!

だと思える。ただ I決前のこの演出iでは，家i翠をひ弱な女性としての位置に振

り向ける効果を高めている， と見なせないこともない。

f多少恨jの方が長じている筒所もある。それは，小説の長所と言う
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だけでなく，張愛玲自身の感性に依存するものだ。例えば，イの

梢が詫びを設いに訪れる場1mで，家簡はちょうどハイヒールを脱ぷ刺繍のあ

る布靴に履き帯えていたと叙述されるのその後，亭亭:(f多少恨jでは小蛮と

改める)の看病を依頼しに宗務が訪れた|吹ベッドの]どからトランクを引きiJj

í;-31~子に，この刺繍の靴がを出すと杭かれる η 官能的な印象を付け加えてい

ると児られるが， w再三了情jでは窓[Jせで何をJf愛いているのかまるで見えないし，

シーンでもハイヒールは脱ぐが，履き替えた様子は見えないのだ9

i可じi易自1で，椅子の背もたれに掛けてrしたストッキングを慌てて片づける
プロットや，オミ!毛で、割れた香水の瓶に残った花を，窓を開けて投げ捨てる

などは. I卵期でもほぼ!司ーの表現で変吏はないち

もちろん守映rrm~'不了情j にも物足りなさは存在するが，その最大のものは，

家間の拙き方ではないか。 f多少恨jでは，友夫人に自分が死ぬまで結婚を

患い留まって欲しいと懇願される際，家間はi析患として応酬し一歩もヲ|けを取

らないが再三、T'I育jで家i翠を演ずるj報燕燕は，悲しげな顔で応対するのみで，

立ち向かう姿勢が乏しいっ狼愛玲は， r不了情jの台訴は軟弱なので，数節脅
さ改めたjと述べているがi12; 軟弱さを一番感じさせるのはこの辺りかも知

れなし」これは演!もよの人物像の理解の問題で、はあるが，あるいは.主演に

据えた棟燕識に由来するものとも蓄えそうだ守張愛玲自身が不j請を述べている

通り(J:l' この 11寺の f~東南叫まは家 í~言を演じさるには，確かに限界があったようだっ

また，家i湾が.笈夫人の死を願う欲求と思い留まる節度を自らに課す葛藤の場

ではもう一人の心の中の家i請を二震写しで登場させる

を採るっこの技怖に走る処理は.現在の視点から見れば，悲恋の物語には不釣

1)合いな没、稽さを感じさせてしまう|習となっている合こうしたi決後上の責任は，

には監督に婚すると考えるべき

以上の諸点では 2 やはり末尾の別れの処盟!の仕方と，遠回しに心の内を示し

合うシーンの援が最も大きく.r軟弱jなので書き改めたとの張愛玲の言葉を
に入れるとすると 張愛玲の映閥的技量はいまだ十分に開花していなかっ

たことが窺える。

5.コメディーとしての?太太蔦歳j

の一応の成功で力を得た桑弧ら文華影業公司 i~IJは，勢いに乗じて

問じコンビの第二作を金翻したが.今度は前作とは一転して軽快な恋愛喜劇

を打ち1'.1.)，したむこれは， 1947年の 12月13日に皇后，金城，金都，
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kli]際大!政院の 4劇場で公開されており (IA' 1I史lillIの外j誌や衣裂から凡て

ち初秋だろうから， シナリオの執筆は46ifの存からにかけてと推測

できる苧 Pf~ が公!討すされてから， I'M]もない頃だ。

この刊作:

Jぶιj逮玄の玄裳:1隙掠は1思i旦珍iはま， れやかましい ~íLi と とともに暮らしていたn 犬は銀

liを辞めて貿易会長1:を立台めたし入、友人の誘し に1"1¥かけた留守に，安:

は父にi肢を古って資金援助を同意させる♂ jとは帰ると， した勺

夫は，安:に感謝してラジオとブローチを買うむところが，施i味味という

出会い， )とは安:に贈るはすごのブローチを'}えラジオも譲ってしまう。父に

と

を頼むと，父まで I味IPjcの{rI111，1]の琳琳に陥落してしまうの犬の会社は.副社長

の持ち逃げで1刊誌。金がないと分かると E 味Jl*のとそが乗り 11+11し，子供が出来

たから金を出せと迫るや II性身1*11米のマンションに釆り;込んで， )dl珍は決着をつ

ける心事態解決後，夫に失望し離婚を決意した思珍は友人の弁謎 1:を訪ねるが，

弟と夫の妹が結婚の手続きをしていた。さらに夫がプローチを取り戻すため，

腕時計を手放し， '1量殺までしたことを3;IJt~ ，思珍の心は和らぐ。弁護品1，.のとり

なしで和解した夫婦は思 カフェに食事に出かけるt そこは かつて施i味i味と知

り合った場所だむところが味1*の声がする。 彼女は夫のu;、?と同じ手で t ま

しい男に取 lj入っているところだったり

この映画は.夫の浮気.父と姑の静い，弟と

を若奥様|琉i忍珍が取り仕切り，…場の波風を

多彩な人間関係

収める手Il患が軽快にiWiか

れるのであり哩もともと女性の社会的位置や家庭に縛り付けられて向

さえままならない「哀れなJ女性を描く，というようなものではない内

ところがー この作i!ibは公開されるやさまざまな反論を招いた門これについて

はすでに論究があるので多くは触れないがi1:;'宅供探の批判が代表的と思える

ので，これについて少し見ておこう 9

i決臨が公開される 10日前の 12月31ヨの{大公朝日 11披露IJ与電影Jii¥IJ刊に，
張愛玲の ir太太寓歳j題記jが掲載されたっここで猿愛玲は Iヰコi認の観衆の

難しさは 2 趣味が惑いとか理解カが足りないことにあるのではなく，伝奇もの

に慣れすぎていることにあるが，残念ながら r太太寓歳jには筋が楼雑に絡ん
だ胸躍らせる話は一つもなく，樹木の年輸のような乎械ものに過ぎないと述べ

る。さらに作品の題材は. 1静かに生き，愛しそして死んでゆく循環を求め

るだけの単純な人間らしさを肯定することJとし太太寓N長jで，私はi掠思

珍という人物を肯定したり屑を持つ気はなく，ただこういう人間がいることを

(52 J 



しただけだjと

これに対して， この間刊の伝説話訟のj共j奈は.r編後五で次のように
「久々に I太太寓斑.111翠記のような小品を読んだっ“忘れ去られる運命に

ある涙と笑い"のがどのようにスクリーンに展開するか， 学く見た

い ¥t、だ円?長女史は 'r'l脊jの作詩でもある今後女には分厚い小説も

あり，その;r:rも奇!と言うゥただ，彼kが我らのこのi時代の最も

な Comedy作家の…人Lこ

るのJfl(jl 
してくれるかどうか‘私は案じてい

ところが，その後太高級jに対する批判的な批評が続き.その批判の矛

先は. 1既ね陳忠珍という主人公の女性としての生き方. i1J己実現を犠牲にして，

夫や妨に尽くす.そんな抑圧された旧式のタイプの女性を押しつけている，と

の論調に集中していく

そして洪探は， これらの批判論が一波りしたヰ~~ 48年 l月7日の

間関F出こ署名の f我1ll'J不乞求自不施檎J~íHìljjB!0憐1'1場一一司太太肴f

を掲載するとともに， 自らも f恕我不l張主賞受透

的問答」題する批判文 したさ j共;架は，

を読んだため.，に期待したが，うまく i揺され期待はず、れだ、ったと述べP

主人公が描かれ， í若奥様に対する概条件で保留なしの実!~r設の憐
↑i却があるだけjで句 これでは「高級喜朗jにはなりえないと糾弾するヮもちろ

ん洪深b 税制の末尾で陳思珍が離婚を翻意する場で，思珍がそれまで発揮

してきた手腕をさらに示して.夫にを認めさせる展開の方が首尾一貫して良

いと，作品の不備を指摘する視点は持つが， しかし彼の論調は，やはり

舗の扱いが!日態依然であるという 2 いわば社会問題的な姿勢に傾斜しているこ

とは汗めなl'¥0 ('共探は 1923年にオスカー，ワイルドの;ゥィンダミア願1]夫

人の取jを翻案した{少妨妨的扇子jを発表しているが，その際も登場人物の

人アーリン夫人を金女士に置き換えるのに，原作のアーリン夫人に比べてず

っと間l脅されるべき人物へと変更したことがあるが¥171 このことを考えれば，

での人物理解に限界があるのも紫理からぬことかも知れなし」白浜

深のこの対応は，実はある殺の圧力がかかった結果と言われるがえIS' いずれ

にせよ， F太太寓歳Jには，家庭内の紛争11.に翻弄される主婦の悲哀物語として

受けj上める命治汁I~)蕊されてしまった 9

こうした批評の影響のためか，上映の7'jは， 4貧富i百)11寺J:Jl央は2週間で終わり.

その と!罰際大i故院で、年末の 31Iヨまで続けられただけで.いわゆる一番
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長'I~ の I'_II央は終わっているヴ

る計jilijもあったよう

この後張愛玲の!山本で， f 
<r 

'!¥)， それも けていなし

6. 太太寓歳jの仕掛け

との九万は論外として， w太太i密歳jは，ヰ(J毛の展開な

どで多少のij1m.!，':(はあるものの e 洪深が論断するほと¥コメデイ

ものでないことは 作l日iを見れば|切ら

ストー 1)一手段介からも分かることだが， このfl九jillは噌大した事件も IIIJ坊

もないストーリーであるにも拘わらず，その民間I;jのテンポがiji計央で¥次から次

へと進行していく{コそしてこの税'1ずとさは，ある粧の?な別的な行為や小物の述鎖

によってもたらされ，あるいは小物ヤ行為の関連とグメージ、の:II以 IlHが繋

がる仕掛けで‘構成されているヘさらに，官i1iI'，性的な管J詩人物は，それぞれに外剖

楓な柄、誌た洗練された身のこなしゃ.事手イヲjめいた台札あるいは11i]じ

に{犬線となって展開の契機となる

[91]えば.夫の!青志速は 家に帰って背広を脱ぐと i;Jとまって楽の忠珍仁ポケッ

トからタバコを取らせるが， ここから思珍が1J~!:lilìlの切符を発見したり，ブロ

チのケースを ij;!_つけたり， さらには最後に夫がプ口…チを安に内支贈る行為に

摂機を生むL あるいは夫の腕時計1之何ほかi時五IJを訊ねられ立をlrlj

げられた上で，

を去:i~~ したことが{能認されるといっ

ような小さな行為が (7¥のシーンを1:1:，み110111

ため

た i手くからアメリカハリウッ jレンストー

ルピッチらが得窓とした手法だが， これを実に巧みに応nJしているのだ ;たの

商売女の施昧!味に能給される彼kはjii分はi映Ilfijがj織し=で，それ

は白分の悲しい過去が内:現されるからだと;当って関心を引くが，ちょうどそれ

と同じ令討で， JjlJの男を手玉にとるシーンでi映両が終わるが， これなども繰り

返しと連鎖を通じて次々と展開する構|苅

かも， この場i討で施i味 lì米を演ずる J~_

って)嬬r.択とウインクしてみせるほ

は，エルンスト・ルどッチの続立少なタッチを

が巧妙に受け継し 1でいることを早くから指摘し監管の桑弧にもこのことを時

したと述べているJ20L また李l攻究は，プレストン・スタ…ジェスのシナリ

オや監督作1141を引き合いに出して， 1930年代から 40年代にかけてのハ 1)ウツ

も秀逸な現れではあるまいかむし

カメうにrpJかつて容に向か
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ドのスクリェー・ポ…ル存射にJtj過する、ノブイストケイト・コメディとしての

特慨を r太大高1夜;に Lている 21

それでは，こうした によ己られる やIJ、さな行為による

なテンポが，り長愛のシナ 1)オの持ち味なのかというと，それについては，

弧がその後単独でシナリオと誇をした?荻楽ヲ (1949 年 H}6~) を参

p守することで，やや明らかになる

中年(はよ， i!妻5に先¥j江7工:たれたづ小、マ学:校校長のi陳;掠束卒科紹;許i常の物認だぺ J三戸三:人の怠二子f

と知娘2を7脊て jトJげ:1"，ィ学校も JII邸時に運常できる段階にいたっ、て殺を期に引

るが，老人界らしに落ち省くことも出来ないっ仰か意義ある活動をしたし、と考

え始めたものの，社会的に地位も財力も備えるようになった息子には大反対さ

れる r 辞めた小学校をこっそり手{云ゥているうちに 友人の娘で、もあり後任の

した劉敏葉と意気投介し再婚の決意をするうところが世間体を

にする息子とその嫁，娘たちの総スカンを食ってしまうが，新たに学校を興し

て〆:人でささやかな人生の再出発を!苅るこういうストー 1)ーで，中国の作品

しやや年のZ去をペーソスに込んで措いたものだ℃父の再婚に反対する

子や娘も‘嫁も{好物ながら怒人には拙かれず ここでは中流階層だが，そうい

こσ〕

おく

r11に起こりうる波艇を，軽快に再現している τ

ような小さな行為が次の展開へと繋ぐ

されているら例えば主人公のi集結常は盆 Ij、銭をポケットに入れて

に開いてもらいながら宅

:，t{ちして学校に来た際に，劉f政事;こえ抜かれる

かし-方 張愛f告がその?を執筆し香港の電授で 1956年に

j場如戦場jでは.こうした小物や行為で展開する仕掛けはあまり見当たらなし

以.Lの主 V). 太太寓歳jにえられた仕掛けが宅?哀楽中年jとは共通しなが

ら， ~lえ愛子舎の地のシナリオにはあまり見出せないということから考えると } 

の手法は.多分に監督桑弧に主導されたと考えられるのではないかっ

7. 不了情jと:太太鳶歳jを嚢く台詞の;牙え

それでは，張愛玲のシナリオとしての?太太寓歳jの冴えはどこにあるのかス

それは太太寓f;j支の台詞に!ヨを!向けることで，浮かび上がってくる 5

高 f設;では，奥様の I~東思珍にせよ夫の!膏志遠にせよ，または思珍の父にせよ

し寸ごれのな場人物も相均の合認が割り振られ. さながら台詞患IJの様相をなして

F 戸、
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いるが‘その台認がそれぞれに味わいある気の利いたものとなっている。

i~JJ えば唾…家が食事でl凍家に集まるが，夫の志';1主だけが来なし )0 妹の志琴と

思珍の弟の思瑞が，夫に女性がいることを暴露し， これを開しヨた父が事情を11:11

いただ寸づ品加で，次のようなfバ可が展開される。

思珍:不想不要五~j肢によさ枠{忠Æ有点)し拘束。 IfnJ 穿 r ， 他索性来小光明正

大，体掌イ也有什弘弁、法i関!日技惣，技述是fl変装不;KI~道ヲ慢慢 JLI3/~他也i午会 i回心特

窓 Ij~.

i掠母:n字!等場人!立!心特恵， ，透明1¥JLJ拠出I¥?1がを在仏前有小公JCltrrl~ 111'候う要不是

我帝人!神Jf 語、把 ~JI~ 十女人妊走 f警到今 JL 十{色也未必 i理心特意l理I\? 11事!

l旅父:退!民!件痢 {f冴?iか忽1，.到今JLノトtt:f超法ノト?11字!

思珍が「ゆっくりと改心するのを待つしかないJと言うのに対し，それまで

穂やかな物 Il要の母親が，突 7!，~父の過去の浮気に矛先を向け， r男が改心するな
んであり得なしづと言い出す。そしてその音楽が，実はその後の父親の再度の

を暗示するものともなるのだが，通俗的な常套句ではあるが辛掠で， しか

も意表をつくと問 11寺に次に生きる言葉だ。

さらに T 会社が軌道に呆ニり，施時i味にうつつを抜かし始めた頃，友人の弁護

土にたしなめられるシーンでは，次のような台関がまされる。

志jzf: 1咳!什1，.焼太太i冴?I場 I~)し有{かiJiI~!刊1) ゑF意。

揚律姉:老均:ラ不j是我i見今体家製有j主ゑ品勾十諜亮 Ij!~ 太太， 方什仏B5在外i主技

十1国1¥? 

: 1決，人初1¥，就是j主点JL波JW信L 太太再漂亮点投有タト)1，.(j~ 女子!

Eくら美しかろうと外の女性にはかなわないJと言う言葉は，やはり

通俗的な常嚢句であろうが，ここで真っ正面からこの台関を言わせることは，

なかなか辛務だc このような辛親!な台認や人を見限ったj哉書のような

出し，克る者をしてにやりとさせるところが?太太鴎歳jでは随所にちりばめ

られている。ここに、 f太太寓j設jのシナリオのおもしろさがあろうが，こう

した台詞は，張愛玲が離れた f哀楽昨年Jには，ほとんど見出せないの

逆に，張愛玲の最初のシナリオである f不了情jには，こうした台詞が見ら

れる。例えば， )巽父が家菌に宗務の妾になれと勧める場面でp 次のような台詞

がある 3

家間:;三仏ヲ体114我{故他的挟太太?

!莫父 1弘我是男入、我迩不ま1]道Uld?男人喜攻的是娘太太，汁j天的是大太太。

i見在{ホ最安京的是弧JL十銭，有 f伐， 1~\B31争{十ゑ名扮 11内祢θ
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{男が好きなのは友嫌し 1なのは妻jだとは，ずいぶん:宇練で、男性の弱性

を見渡かじたような物詳し、だが，あたかも i:;!.とまり文句のように思いこませてし

まう Jノこうした，定型的で'1貫m1せと思いこむような表現を効果的に混ぜながら
を構成するところには摂愛1容の予!腕があるのではないか弓これは

少恨jでも残されているもので愛玲のオ 1)ジナjレと見てよい

さらには，様愛玲がその後香港でi書いた行育場如戦場;でも， I可

数のヲチItをf王に取る美人主人公葉緯芳がな場するつ彼女が努牲を;をきつける

リむよ人就jを心太牧ラ採タヒ只9(1)蚊者IS不忍心jと

いうIII;だが，これが緯)Jjを愛しながら敗北する人の男性を繋ぐ粋ともなる

'人は E 誌を Y)fiいまで演じながら ふとしたきっかけで妻彼女にi訂じことを

い， II{J l二反応を得ていたことを ~n るコこのように eつの閉じ台認が効果的に使

われているのだが.ニの点では?太太寓議jと共通するものだぢ

8.フェイド・アウト

fJ. 1二 )〆 ヨト

'<r' ることて$

としての手JJ先をえたr> シナリオ作家{之 もちろんストーリーと

て人物{象の造形にも去を負うわけだが，その点でも張愛玲の~~，作は，

なシナリオではなしにノ?太jベ高裁Jでは 1共深の批判とは

を繰り z 男はすべて受け身である点も，

シナリオ作家

そし

させるシナワオは

~しミ

える

ていたと考える

、シナリオからは決して良い映磁は出来ないと唱え

1シナリオから必ず良い5央部jが出来るとは限らない，

シナリオがもしなかったら二了情Jも

める名作とはならなかったろうし，

とし 1う

も‘ヰ1

されることもなかったろうっ悪いシナリオでなかったことは薙かだ手

注

t]) 金宏;金子編 (安機丈 1~f~+1版社. 1992) 第 4 巻Wí'~xの

frinll系咋jによれば I'.i角i: 大家j第2t明~第3;封i(1947 年 5n~6 月);こ連載

されたとう小ただし本稿では，その〆うi-'年誌にÚ~との皐起文学出版が

全集jとして編入した偶然所11又版を(I主註文学:1111民 1983年初)jN， 1992年

jlj，)坂)テキストとしている
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( 2)存地大学:の時1I樹森らがダイアローグ本を発抑し台北fJ併合手Id1989 ili:: 5月25

したが，本稿で、はJl央 lijù~s:編に拠っている。

も，いずれも l快洲本編が，，~I10iq 1託影資料館にJI)(1哉保存さ

れており， r I 本の近代史{抗告í~ フィルムセンターにもï!lüfF'1誌はJ!XJJ返されている。また，

は， I-jl 伊!では VCDが隙 i明文化 ~I~iイ象 Hill抵抗:H反ほか数都棋が発売されて

いるので¥これによって庶にイIli，日Iを検証できる。

(4) lli時IH1947年4PJ 10 1ご!のIl~と:liIìj JJ; fiμ による。 4n3Fltl~~から広告が見え， r銀幕
のm人JI~京と掛J)1の共演であること，桑弧が監督し張愛玲が脚本であることが

穴{ぶされる p その Lで， 4 JJ 10 日に「今)'(Wj印:rél提敢i拭II~U となっているの

(5)汁 1947年4IJ 14 11 Q 転身は r~!埋設」と詩才うされるの

(ら) '11 I五i初の11央iliJi'I"t1立論文となった f影像1:11同1945-1949j (j"IIEヂ詐.文化芸

抽出!民 1998年)では，次のように詳しているa

は，ー，"・作者iの人'tと情}¥芸-111:界に対ーする細やかな感覚を討さ電 rIJ、城之者;
に樹、た柱かな台誌を1miえる (1t.]:¥4J:p.233) 

(7) ììí~T刊の '*11誌!符1 ~長Il央 lilíj で、 flHÎ容数が数字として記録に残るものでは.3トイ[春7J<;1拘束流i

が3ヶJ:Jの連続，ト11央で延べ80万人(]934.11二)が連続84日IHi，刊il.iWl刊とi
(]933年)が連続60IJ Illiで2 この 3 部が氏 l'íiJ ll寺代のトップ 3 に粒ぶと日う。 (+~m;

111 íljljõiW，心影九六大売料1í'J，メlíii}}r~{l三鑑 1997j 所11>? ， pp.269-277) 

(8) 宇 i玖党 f不 n有一一一般愛玲手[rを}~-;J (士通・iJ):;出品i 愛玲許説六十年， I~I;I [詩紫

i喬/'!'rlt反抗:ー 2001 ~Íì三， j1)i'jl又)1コ，3580
(9) 1主(1)参m~Q

(10) 多少恨前ifj 1983年初!日1>(， ~~1_ 1tC文学IHJt反， 1引い|引には，十Ihさにつ
いて意識をi向けていたことが述べられる (liJj~;I~: p，96-97) 

札口前掲 f'l"I司?.J::;;~己
(2) l'間然記 <niJiぉnl司然記j所Jl又)p，50 

(1 3) 了偶然記で張愛玲は吐!球燕ヲE~は Iそらく i境問から遠ざかっていたが，依f!.ミ、と

して茨=しく若々しく.独特の可愛らしさがあったが‘太ってしまっていたc そこ

で，可能な I)Jそり黒いオーパーを~~:て体型を i思して撒彩したが，この前JJ約は映íTlij とし

てかなり致命的で、あったと述べるのその後. 1~~L~1t~~n~，え体噌を Inl復しほっそりした

が，それがまた腹立たしいと記述する (1司書p，96)。確かに， 1決闘のliJでのj陳列村長は.

冬の撮影であることも関わるが九常に案内でも黒い分厚いコートかj軍手の黒っぽい

ワンピース姿のため，かなり鈍重な惑がある。

(14) 朝日 1947/~:: 12月7I1 から前首:Ú~が見え?その後広告はれに1']に!垣間の大き

なスペースをiliめ， 13日に「今天51詰lillj涜降車:献11央jとf云える。 JtIすには， í本 11~ 1~~~ 

t曹j壬巻之内::Jやら ri11u以本j守献給1仕上任何一位丈夫Jなどのフレーズが腕る。
(5) I涼子著 I1間続 ~l~愛玲?太太寓歳j 的一場論争J (前掲日J~ 愛]弔問2説六卜

pp.111-118所Jj文)。

(16) 大公幸IU1947 5~三 12 p3 3 Iヨ「戯J~IJ与電第59 J明。

C 58) 



(17) この点については、 (1)[:1許介 rt.射殺の}詩一一LadyWindermere's Fanから?少
的知 I:I~J 扇子j へJ (['文教大学文学部紀嬰i第11巻2号， 1997年)で詳しく論説;し
ているの

(1 8) 高隙 j仁持論文によると.以探のこのリ.~ 11守の対応は， j'j}31IiJのU::')Jを受けたもの

であり，論争・肉体は， 1をfl洪探の(1己批判:0')1文京したと言う (1司書:p.116)。

ï?JÎj掲 II~l+持 11'命丈の論 rtïl: による(Ilil者:p，116)。

(20) ['， l".~4!}:キネマポート] (仏:j能 J忠男.メIJIM'l 文俊共著，告JL風キI~ ， 1985年)pp1l8-119 

(21)前掲 4~1玖党l論文， p，360 

(22)前掲存I論文によれば，鳴り制森が愛j市Ij<J jでこう指摘して

いると i うが〈向洋!コ.117)，現1~樹森i論丈については未見の
(文教)(:芋)
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